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〔修士論文要旨〕
問題 と目的
1.日 本における外国人留学生について
近年 , 日本への外国人留学生 (以 下,留学生 )
が増えている。海外に渡航 し,そ こで学業に励む
ことは個人に実際的な語学力の向上や業績 といっ
た実際の成果のみならず,達成感や満足感をもた
らすことが考えられる:し か し,その中でも留学
生は適応困難 を感 じてお り具体経験 として,異文
化への適応等が挙げられている (井上,2001)。
文部科学省 (2009)は ,留学生が安心 して勉学
に励むことのできる環境づ くりとして,カ ウンセ
リング等,留学生や家族への生活支援の取組みを
促進すること等を挙げている。 しか し,そのよう
な環境づ くりがされていても,留学生は留学生活
上で様々な困難を体験 してお り, 日本の留学生受
入れ体制が抱える問題点は未だに解決 していない。
2.外 国人留学生の支援について
留学生への支援を身近に行っているのが,大学
に設置 されている留学生センター等である。様々
な大学で,留学生を支援する日本人学生を「チュー
ター」 と呼んでいる。チューターが,留学生を支
援す る制度 として採用 されているのが,「チュー
ター制度」であ り,入学 1年 目あるいは2年 目の
留学生を対象に,主に学部上級生等が,イ固々の留
学生につき勉学や大学生活上のサポー トをするも
のである (伊藤 ,2007)。 チューターをす る前に
は,基本的にオ リエンテーションがあ り,チュー
ターの活動内容や,留学生 と関わる上での注意事
項等 (留学生に対する思いや りを持つこと,留学
生の立場に自分を置 くこと等),マニュアルを配
布 し行 うことが多い。留学生を支援する中で,チュー
ターは様々な困難を感 じていることが報告 されて
いる。例えば,多岐にわたるチューター業務の範
囲に迷 うこと (大塚,2012),文化の違いか らく
ると思われる行動や理解の違いに戸惑いを感 じる
こと,チ ューターが自分のことで忙 しくても,留
学生の支援をしなければならない場面があること
等が挙げられている (上 田・藤本 ,2013)。 つま
り,チューターをしていく_Lで,感晴のコン トロー
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ルをせ ざるを得ない状況が推測 されるc
3.感情労働
労働の際に, 自らの感 清のコン トロールをす る
「感 晴労働」 と呼ばれるものがある。感 清労働は ,
ア メ リカ の社 会 学 者 で あ るホ ック シール ド
(1983)に よって提唱 された概念であ り,「公的
に観察可能な表 情と身体的表現を作るために行 う
感 晴の管理である」 と提唱 した。感 清労働の条件
として,第一に F対面あるいは声による接触が不
可欠であること』,第二に F他人の中に何らかの
感晴変化を起こさねばならないこと』夕 第三に『雇
用者は,研修や管理体制を通 じて労働者の感晴活
動をある程度支配すること』である。チューター
としての役割は感清労働の条件に当てはまること
から,感 1青労働の一つであるということができる。
これまで感晴労働者であるチューターに関して
の研究や,文化の違いに視点をあてた留学生の支
援に関する研究はあまりなされていない。
4,目 的
本研究では,チ ューターがその役害|」 を果た しな
が ら, どのように感 晴を経験 していたのかについ
て調査すること,お よび留学経験や文化 (留 学生
の出身国)の違いによリチューターの留学生への
関わ りに違いはあるのかどうかについて,考察す
ることを目約 とする。
方法
調査期間 :鸞 16年 11～ 12月
場所 :守秘可能な公共施設の1室
研究協力者 l留学経験のあるA大学のチューター
経験者 3名 (X,Y,Z)
手続き・。「研究倫理遵守に関する誓約書」を手渡
し,イ国人情報保護に基づき調査を行 うこと等を説
明 し,合意を得た上で研究協力者それぞれ個別に
インタビューを行った。
調査方な 現象学的アプローチによるインタビュー
を行った後,感清労働尺度 (萩野 。瀧ヶ崎 。稲本 ,
2004)に よる質問紙を実 1,紅 した。
分析方法 :現象学白勺研究による分析 と質問紙の結
果を踏まえ,考察を行った。分析結果は,大学院
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生5名 で合評 した。
結果と考察
X,Y,Zの叙述を『 イタノノク″』とする。
1.留学先と留学生の出身国が異なっていたX
Xと 留学生X'はお互い英語を話すことができた
ことから,コ ミュニケーションを取る上での困難
さはなかった。また,Xはチューターをしている
時に,X自 身の留学経験を活かした関わりをして
いたことについて,チューターを終えてから『μ
ノ罫戯』に留学経験が活かされていたのではないか
と感 じていた。
2.留学前にチューター経験をし,留学後もチュー
ターを経験 したY(いずれも同じ国)
留学生Y'-1と 留学生Y'-2と 関わっている時は ,
留学 した経験がなかつた。Y'‐ 1と は言葉の壁が
あり,『 ノまノ
『 '豪
1遅テできなかつた』ことを語った。
ところが,Y'‐2のチューターをしていた時には,
言葉の壁はなく,コ ミュニケーションが円滑にと
れ,それはY'-2が 日本語を話せたからであった。
Yは,留学生と関わる上で言語が大切であること
を感 じていた。留学後にチューターをしたY'-3
は異性であったが,異性ということでのチューター
のや りづらさはなく,Yは留学後であったことも
あり,言葉の壁もなく,や りやすかったと感 じて
いた。
3.留学後にチューターを経験 したZ(同 じ国)
Zは ,留学中に留学生Z'と はルームメイ トであ
り,友達だったことを語った。ZはZ'に ,留学 し
ていた時に『 お滋1訂ノごなった』という気持ちがあ
り,ま た友達である『 Z夕の為』に『 至れ クパ ぐ
ぜク』だったことを語った。
4.X,Y,Zの叙述から得られた構造
3名 の叙述から,【 チューターの依頼―断れな
さもある中でのポジティブな承諾一】,Iチュー
ターをする前のポジティブな感情とネガティブな
感情】,【 チューター初期に感 じる感清―忙 しさ
と責任,留学経験による共感―】,【 チューター
をしている中で感 じる感騰=―仕事としての関わり,
友達としての関わり,留学経験を基にしての関わ
リー】,【 チューター終えて感 じる感情―留学経
験について,チューターについて一】の5つの構
造に到達した。特に留学生に対して留学経験が活
かされ,共感的に留学生の気持ちを考えていたこ
と,チューターとい う役割について『賃だ』 (X,
Z)を持つていたこと等が明らかになった。また ,
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研究協力者それぞれの留学経験や,留学生とチュー
ターの相性の違いにより,本目手に共感できるかど
うかや関わ りやす さの違い等が示唆 された (X,
Y,Z)。 また本研究では,感情労働者であるチュー
ターは,能動的にチューターを引き受けてお り,
当初は 「思いや りをもって」 とい う注意事項を念
頭に支援 していたが,次第に『ジをご』(X,Y,Z)
となっていった留学生との関わりの中でも,チュー
ターとしての『賃〃|』 や『 ″到  (X,Y,Z)が
あったり,『お列  (X,Y)を もらえたりと,「 チュー
ター制度」とい う感晴規則によって感清を管理さ
れていたことが考えられた。ところが,本研究で
感晴労働尺度による質問紙を行った結果は,研究
協力者全体では感清労働尺度の平均値を下回った。
この結果から, チューターは感晴のコン トロール
をすることなく,心から『麦層』としての留学生
に関わっていたことが大きく影響 しているのでは
ないかということが示唆された。あるいは,チュー
ター自身の感晴と留学生の感 )青 に大きな違いがな
かったため,感清をコントロールする必要がなかっ
たとも考えられる。
また本研究では,3名 の研究協力者は,それぞ
れ異なる経緯でチューター経験をしたことが明ら
かになった。研究協力者3名 の叙述から,留学生
との相性やリコミュニケーション (言語の違い ,
語学力等)における問題を抱えているかどうかが
留学生と関わりやすさに影響することが見出され
た。さらに,留学経験のあることで,よ り共感的
になることが,留学前と後にチューターを経験し
た研究協力者Yの叙述からも示唆された。
臨床心理学的意義
本研究では現象学的アプローチを用いて,留学
した経験のあるチューター経験者が留学生との関
わりで感 じる様々な感晴を明らかにした。本研究
で明らかになった結果は,チ ューターを支援する
示唆となり,それが相乗効果をもって留学生の安
心した生活に繋がるという意味で,今後チューター
を経験する人やチューターを支援する上での一助
になるのではないだろうか。
また,本研究では感清労働者であるチューター
の経験した感 1青 について考察を行った。今後は,
チューターは感 1青 労働者でもあることを考慮する
ことが,チ ューター自身のバーン・アウトを防ぐ
ことになり,よ り適切な留学生支援ができるので
はないだろうかと考察された。
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